
中
天
海
顕
彰
事
務
局
・
適
塾
記
念
会
（
大
阪
大
学
事
務
局
内
）
で
は
、

中
天
瀞
（
一
七
八
三
～
一
八
三
五
）
と
そ
の
妻
さ
だ
の
墓
碑
整
備
が
完
了

し
た
の
に
さ
い
し
、
つ
ぎ
の
行
事
を
行
っ
た
。

一
、
法
要

平
成
九
年
六
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時

大
阪
市
北
区
同
心
一
丁
目
三
龍
海
寺
（
本
堂
・
墓
前
）

二
、
中
天
瀞
顕
彰
記
念
講
演
会

同
日
午
後
三
時

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
朝
日
生
命
ホ
ー
ル

吉
田
忠
（
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

海
上
随
鴎
と
中
さ
だ

森
納
（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
）

当
日
は
蒲
原
宏
理
事
長
が
法
要
・
講
演
会
に
参
加
、
講
演
会
で
挨
拶

を
さ
れ
た
。
講
演
会
は
一
般
公
開
で
あ
っ
た
が
、
多
数
の
本
学
会
会
員

が
参
加
し
た
。

来
来
米
記
事
楽
楽
来
来
米
楽
楽
楽
楽
楽
楽
楽
楽
来
来

講
師
・
演
題

中
天
瀞
の
蘭
学

中
天
瀧
顕
彰
行
事

消

息

三
月
例
会
平
成
九
年
三
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
山
脇
東
洋
の
『
外
台
秘
要
方
」
版
行
に
つ
い
て
町
泉
寿
郎

一
『
内
経
』
か
ら
『
脈
経
」
ｌ
脈
診
の
変
遷
宮
川
浩
也

四
月
例
会
平
成
九
年
四
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

ま
た
墓
碑
の
修
復
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
会
会
員
多
数
よ
り
の
寄
付

が
あ
り
、
大
き
く
貢
献
し
た
ほ
か
、
大
阪
府
医
師
会
な
ど
の
協
力
が
あ

っ
た
。三

、
適
塾
特
別
展
示
『
洪
庵
の
師
ｌ
中
天
瀞
と
大
阪
の
蘭
学
ｌ
』

平
成
九
年
五
月
二
十
七
日
（
火
）
～
六
月
十
四
日
（
土
）

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三
丁
目
適
塾

本
展
示
に
は
小
石
家
（
小
石
秀
夫
氏
）
、
杉
立
義
一
氏
よ
り
多
数
の
貴
重

な
資
料
の
貸
出
が
あ
っ
た
。
緒
方
家
も
全
面
的
な
協
力
を
さ
れ
た
。

（
長
門
谷
洋
治
）

二
月
例
会
平
成
九
年
二
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
中
日
医
学
比
較
研
究
か
ら
ｌ
江
戸
時
代
の
『
傷
寒
雑
病
論
』
訓
詰

研
究
に
つ
い
て
郭
秀
梅

一
植
村
左
平
次
政
勝
の
大
和
採
薬
行
と
駒
場
御
薬
園
に
つ
い
て

｜
例
会
記
録
一

原
桃
介

(136) 548



一
香
川
修
庵
の
遺
墨
小
曽
戸
洋
・
町
泉
寿
郎

一
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
医
学
と
そ
の
遺
産
小
原
正
明

五
月
例
会
平
成
九
年
五
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
中
国
で
失
わ
れ
日
本
に
現
存
す
る
中
国
医
書

王
鉄
策
・
真
柳
誠

一
血
液
循
環
理
論
前
史
（
三
「
セ
ル
ヴ
ュ
ト
ス
」
藤
倉
一
郎

六
月
例
会
平
成
九
年
六
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
泉
彪
之
助

一
八
丈
島
に
流
さ
れ
た
医
師
た
ち
’
八
丈
島
流
人
銘
々
伝
よ
り
ｌ

中
西
淳
朗

襲
に
紫
鞍
臨
漁
鑿
合
同
会

平
成
九
年
九
月
二
十
七
日
（
土
）

け
い
ゆ
う
病
院
Ｂ
階
大
講
堂
（
横
浜
市
西
区
）

（
座
長
滝
上
正
）

一
、
本
間
玄
調
（
棗
軒
）
に
つ
い
て
荒
井
保
男
・
衣
笠
昭

二
、
鎮
将
府
日
誌
（
そ
の
二
）
～
太
政
官
日
誌
と
の
併
読
中
西
淳
朗

三
、
荒
川
保
雄
、
風
に
賭
け
た
四
○
年
の
生
涯
佐
分
利
保
雄

（
座
長
大
滝
紀
雄
）

四
、
ペ
ス
ト
残
影
（
そ
の
八
）

ラ
イ
ン
川
中
流
に
「
ペ
ス
ト
残
影
」
を
求
め
て
滝
上
正

五
、
ケ
ガ
レ
の
思
想
の
歴
史
的
展
開
杉
田
暉
道

本
発
表
で
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
含
む
）

の
十
五
、
十
六
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
期
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
時
代
に
次
い

で
《
医
の
転
回
期
》
と
な
っ
た
、
十
八
世
紀
末
か
ら
一
八
三
○
年
代
ま

で
の
〈
現
代
医
学
の
生
誕
期
》
に
、
ウ
ィ
ー
ン
を
除
く
ド
イ
ツ
語
圏
に

栄
え
た
特
異
な
百
マ
ン
主
義
医
学
」
の
概
要
と
そ
の
遺
産
に
つ
い
て

述
べ
る
。一

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
医
学
と
は
何
だ
ろ
う
か

ロ
マ
ン
主
義
医
学
と
は
、
啓
蒙
期
の
唯
物
論
的
・
実
証
論
的
傾
向
や
、

そ
れ
が
つ
く
り
あ
げ
た
合
理
的
な
秩
序
に
対
す
る
反
動
と
し
て
十
八
世

紀
未
に
生
じ
た
ロ
マ
ン
主
義
運
動
の
医
学
的
局
面
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
主

義
医
学
は
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
、
地
方
的
な
現
象

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
医
学
と
も
呼
ば
れ
る
。

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
医
学
は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
、
シ
ュ
タ
ー
ル
、

ハ
ラ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
ら
の
医
の
先
駆
者
達
の
影
響
や
ベ
ー
メ
、
ス
ピ
ノ

ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
等
の
哲
学
的
・
神
学
的
伝
統
の
上
に
成
長
し
、
イ
ェ

ナ
、
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
自
然
哲
学
」
か
ら
絶

大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
分
極
性
あ
る
い
は
二
元
性
を

｜
例
会
抄
録
一

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
医
学
と
そ
の
遺
産

小

原
正
明
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